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いる．これらはアンプを通して PC でデータを取得する．ディスプレーサの DC モータを駆動す
る直流電源の電力を読み取り，発電周波数を回転数とする．発電コイルからの発電電力は抵抗回









作動流体圧力 0.2～1.0 MPaA 
高温部温度 230～600 ℃ 
低温部温度 10 ℃ 




図 2：実験装置概要  
 
3. 実験結果 




作動流体圧力 1.0 MPaA，ディスプレーサの回転数 20 Hz で固定したときの高温部温度の変化に






































































 ・最高発電電力：53 W 
 ・最高効率：3.5 ％ 
また，定性的な傾向として以下のことが言える． 
 ・高温部温度の上昇に伴い発電電力が向上する． 
 ・作動流体圧力の上昇に伴い発電電力が向上する． 
 ・エンジン回転数の上昇に伴い発電電力が向上する． 
現段階では装置出力である発電電力も装置の効率もまだまだ低く，実用レベルであるとはいえな
いが，運転条件を変化させることで出力の向上が期待できる．現在，作動流体としてヘリウムを
用いているが，水素を用いることでも出力の向上が期待できると思われる． 
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